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昨
今
は
凶
悪
な
犯
罪
が
相
次
ぎ
、
悲
惨
な
テ
ロ
も
他
人
事
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
市
民
は
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
」
を
望
ん
で
い
ま
す
。
公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友

の
会
は
そ
う
し
た
社
会
の
実
現
の
た
め
、
日
夜
業
務
に
従
事
し
て

い
る
近
畿
各
地
の
警
察
官
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

自
由
民
主
主
義
国
と
非
民
主
主
義

国
の
対
立
が
進
行
す
る
中
、
習
近
平
は

中
国
に
よ
る
台
湾
の
統
一
を
必
ず
実

現
す
る
と
明
言
、
す
で
に
情
報
戦
な
ど

を
含
む
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
作
戦
を
開
始
、

機
会
を
見
て
短
期
決
戦
に
よ
る
台
湾

統
一
を
目
指
す
と
想
定
さ
れ
、
日
本
と

し
て
、
情
報
戦
能
力
の
向
上
、
長
距
離

ス
タ
ン
ド
オ
フ
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
、
法

改
正
に
よ
る
日
米
協
力
や
国
内
の
指

揮
統
制
、
国
民
の
保
護
体
制
強
化
な
ど

が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。 

 

第
２
講
で
は
、
弁
護
士
で
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
事
務

局
長
を
務
め
る
楊
井
人
文
氏
が
「
フ
ァ

ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
～
偽
情
報
の
脱
力
化

を
目
指
し
て
～
」
を
講
演
さ
れ
た
。 

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
と
は
、
社
会
に
広 

が
っ
て
い
る
真
偽
不
明
の
情
報
・
言
説

に
つ
い
て
の
「
真
偽
検
証
」
を
意
味
し
、 

そ
の
国
内
外
の
実
例
を
示
さ
れ
た
。 

 

 

令
和
４
年
８
月

26

日
、
ホ
テ
ル
プ

リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
て
、
３
年
ぶ
り
に

「
夏
季
教
養
講
座
」
が
開
催
さ
れ
た
。

開
講
式
に
て
近
畿
管
区
警
察
局
・
久
米

一
郎
総
務
監
察
部
長
の
挨
拶
後
、
拓
殖

大
学
顧
問
、
元
防
衛
大
臣
の
森
本
敏
氏

に
よ
る
「
台
湾
シ
ナ
リ
オ
と
日
本
の
安

全
保
障
」
の
講
演
が
始
ま
っ
た
。 

「
夜
に
女
性
が
一
人
で
安
心
し
て

歩
け
る
国
は
、
世
界
に
お
い
て
非
常
に

稀
で
あ
る
」
と
、
警
察
官
の
尽
力
と
苦

労
に
感
謝
を
述
べ
ら
れ
た
後
、
現
在
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
、
ソ
連
崩

壊
後
の
歴
史
的
背
景
や
、
ロ
シ
ア
か
ら

見
た
最
後
の
砦
と
し
て
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
他
周
辺
国
の
重
要
性
、
こ
の
紛
争
を

巡
る
自
由
主
義
陣
営
の
ス
タ
ン
ス
を

説
明
さ
れ
た
上
で
、
戦
線
が
ク
リ
ミ
ア

に
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
早
期
終
結

の
た
め
の
停
戦
交
渉
再
開
は
難
し
く

な
っ
た
の
で
は
？
と
語
ら
れ
た
。 

国
際
的
な
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の

動
向
、
日
本
は
国
際
的
に
認
証
さ
れ
た

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
団
体
に
、
Ｇ

20

の
中
で
非
民
主
主
義
国
以
外
で
は
唯

一
加
盟
し
た
こ
と
が
な
い
現
状
を
説

明
さ
れ
、
そ
の
普
及
に
向
け
て
の
活
動

を
話
さ
れ
た
。
今
後
、
誤
・
偽
情
報
対

策
は
第
１
講
で
の
情
報
戦
な
ど
、
よ
り

重
要
に
な
る
が
、
誤
情
報
は
ウ
イ
ル
ス

と
同
様
撲
滅
で
き
ず
、
ま
た
直
接
的
な

法
規
制
は
副
作
用
が
大
き
く
不
適
切

で
あ
る
た
め
、
民
間
の
多
様
な
担
い
手

に
よ
る
真
偽
検
証
に
よ
り
、
誤
・
偽
情

報
の
可
視
化
・
脱
力
化
を
図
り
、
社
会

の
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
が
取
る
べ

き
方
向
性
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。 

 

第
２
講
終
了
後
、
近
畿
警
察
官
友
の

会
・
小
嶋
淳
司
理
事
長
の
挨
拶
で
夏
季

教
養
講
座
を
閉
講
し
た
。 

令
和
４
年
度 

「
夏
季
教
養
講
座
」
開
催 
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理事会・評議員会報告 

第
34
回
理
事
会 

開
催
日 

令
和
３
年

10

月

20

日 

場
所 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪 

出
席
理
事

11

名
が
次
の
議
案
等
を
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。 

◇
第
１
号
議
案 

 
「
支
部
運
営
委
員
の
選
任
」
の
件 

◇
報
告
事
項 

 

職
務
執
行
状
況
の
報
告
に
つ
い
て 

 

当
会
の
現
況
報
告
に
つ
い
て 

 

第
35
回
理
事
会 

開
催
日 

令
和
４
年
３
月

15

日 

場
所 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪 

出
席
理
事

10

名
が
次
の
議
案
等
を
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。 

◇
第
１
号
議
案 

「
令
和
４
年
度
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予

算
書
等
の
承
認
」
の
件 

◇
報
告
事
項 

 

職
務
執
行
状
況
の
報
告
に
つ
い
て 

 

当
会
の
現
況
報
告
に
つ
い
て 

 

第
36
回
理
事
会 

開
催
日 

令
和
４
年
５
月

31

日 

場
所 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪 

出
席
理
事
９
名
が
次
の
議
案
等
を
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。 

◇
第
１
号
議
案 

 

「
令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
附
属
明

細
書
の
承
認
」
の
件 

 

◇
第
２
号
議
案 

 

「
令
和
３
年
度
計
算
書
類
及
び
附
属
明

細
書
並
び
に
財
産
目
録
等
の
承
認
」
の
件 

◇
第
３
号
議
案 

「
支
部
運
営
委
員
の
選
任
」
の
件 

◇
第
４
号
議
案 

 

「
第

15

回
定
時
評
議
員
会
招
集
決
定
」

の
件 

◇
報
告
事
項 

 

職
務
執
行
状
況
の
報
告
に
つ
い
て 

 

「
夏
季
教
養
講
座
」
に
つ
い
て 

 

当
会
の
現
況
報
告
に
つ
い
て 

第

37

回
理
事
会
（
決
議
の
省
略
）
の
提

案
書
に
つ
い
て 

 

第
15
回
評
議
員
会 

開
催
日 

令
和
４
年
６
月

23

日 

場
所 

ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪 

 

出
席
評
議
員

11

名
が
次
の
議
案
等
を

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。 

◇
第
１
号
議
案 

「
令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
附
属
明

細
書
の
承
認
」
の
件 

◇
第
２
号
議
案 

「
令
和
３
年
度
計
算
書
類
及
び
附
属
明

細
書
並
び
に
財
産
目
録
等
の
承
認
」
の
件 

◇
第
３
号
議
案 

 

「
理
事
の
選
任
」
の
件 

◇
第
４
号
議
案 

 

「
監
事
の
選
任
」
の
件 

 

◇
報
告
事
項 

 

第

34

回
理
事
会
、
第

35

回
理
事
会
、

第

36

回
理
事
会
の
決
議
内
容
に
つ
い
て 

 

第

37

回
理
事
会
（
決
議
の
省
略
）
の
提

案
書
に
つ
い
て 

 

「
夏
季
教
養
講
座
」
に
つ
い
て 

 

当
会
の
現
況
報
告
に
つ
い
て 

 

第
37
回
理
事
会
（決
議
の
省
略
） 

第

15

回
評
議
員
会
で
、
理
事

12

名
、

監
事

2

名
が
選
任
さ
れ
た
た
め
、
小
嶋
理

事
長
が
決
議
の
省
略
に
よ
り
次
の
議
案
を

提
案
し
た
。
理
事
全
員
が
同
意
し
、
監
事
が

異
議
を
述
べ
な
か
っ
た
の
で
、
６
月

23

日

に
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な

さ
れ
た
。 

◇
第
１
号
議
案 

 

「
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
・ 

役
付
理
事
の
選
定
」
の
件 

◇
第
２
号
議
案 

 

「
府
県
支
部
長
の
選
定
」
の
件 

◇
第
３
号
議
案 

 

「
相
談
役
の
選
任
」
の
件 

◇
第
４
号
議
案 

 

「
顧
問
の
選
任
」
の
件 

◇
第
５
号
議
案 

 

「
副
支
部
長
の
選
定
」
の
件 
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 令和 3 年３月 31日 令和 4 年 3 月 31 日 比較 

個人会員 529 名 500 名 －２９名 

法人会員 202 社 190 社 －１２社 

地区会員 78 地区 78 地区 ±０地区 

☆正味財産の増減について（令和３年 4 月１日～令和４年 3 月 31 日 単位円） 

 

 

会員数の推移 

 

 

☆
事
業
の
概
要 

１ 

当
会
最
大
の
催
し
「
近
畿
優
良
警
察
職
員
に
感
謝
の

会
」
を
開
催
し
た
。 

２ 

各
府
県
支
部
活
動
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
対
策
を
取
り
つ
つ
実
施
し
た
。 

３ 

会
報
「
け
い
さ
つ
の
友
」
を
２
回
発
行
し
た
。 

４ 

恒
例
の
「
夏
季
教
養
講
座
」
は
、
警
察
官
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
開
催
を

取
り
や
め
た
。
そ
の
予
算
で
、 

 

近
畿
管
区
警
察
局
の
広
報

を
目
的
と
し
た
通
信
技
官

の
業
務
紹
介
動
画
を
制
作

し
、
近
畿
管
区
警
察
局
に
寄

贈
し
た
。 

５ 

メ
ダ
ル
・
楯
の
寄
贈
を
計

画
し
て
い
た
近
畿
管
区
警

察
局
主
催
の
各
種
術
科
大

会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

開
催
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
近
畿

管
区
警
察
局
に
寄
贈
し
た
。 

令和３年度 事業報告及び決算について 

 

当年度 前年度 増　　減

１．

(1)

① 基本財産運用益 537 3,612  3,075△               

② 特定資産運用益 8 7 1

③ 受取会費 31,660,000 32,351,500  691,500△           

④ 受取寄付金 1,745,000 2,330,000  585,000△           

⑤ 雑　収　益 119,699 130,089  10,390△             

33,525,244 34,815,208  1,289,964△         

(2)

① 事　業　費 20,670,922 19,943,383 727,539

② 管　理　費 10,308,970 10,115,867 193,103

30,979,892 30,059,250 920,642

当期経常増減額 2,545,352 4,755,958  2,210,606△         

２．

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 2,545,352 4,755,958  2,210,606△         

一般正味財産期首残高 45,401,006 40,645,048 4,755,958

一般正味財産期末残高 47,946,358 45,401,006 2,545,352

当期指定正味財産増減額 0 0 0

47,946,358 45,401,006 2,545,352

科　　　　　目

Ⅰ一般正味財産増減の部

経常増減の部

経常収益

経常収益計

経常費用

経常費用計

経常外増減の部

Ⅱ指定正味財産増減の部

Ⅲ正味財産期末残高
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☆
令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
概
要 

１ 

表
彰
事
業 

（1）

近
畿
優
良
警
察
職
員
に
感
謝
の
会 

 
10

月

19

日 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
開
催
。 

（2）

各
府
県
支
部
表
彰 

（3）

外
部
表
彰 

近
畿
管
区
内
優
秀
警
察
職
員
表
彰
式 

（
近
畿
管
区
警
察
局
主
催
） 

「
近
畿
の
警
察
官
」
表
彰
の
つ
ど
い 

（
産
経
新
聞
社
提
唱
） 

２ 

講
座
事
業 

（1）

夏
季
教
養
講
座 

 

８
月

26

日
ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
て
元

防
衛
大
臣
の
森
本
敏
氏
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ

ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
事
務
局
長
の

楊
井
人
文
氏
を
講
師
に
招
い
て
開
催
。 

３ 

助
成
事
業 

（1）

警
察
活
動
に
必
要
な
資
材
・
機
材
の
提
供 

（2）

警
察
行
事
支
援 

４ 

普
及
啓
発
活
動 

（1）

会
報
の
発
行 

（2）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
部
・
支
部
・
地
区
友
の
会
の

活
動
報
告 

（3）

協
力
団
体
（
地
区
友
の
会
）
の
設
立
を
後
援 

 

☆令和４年度収支予算について（令和４年 4 月 1 日～令和５年 3 月 31 日 単位円） 

 

0 年 3 月

31 日 単位円） 

 

令和４年度 事業計画及び収支予算について 

 

当年度 前年度実績 増　　減

１．

① 基本財産運用益 1,283 537 746

② 特定資産運用益 0 8 8   △                      

③ 受取会費 31,327,000 31,660,000 333,000   △            

④ 受取寄付金 2,100,000 1,745,000 355,000

⑤ 雑収益 119,145 119,699 554   △                  

33,547,428 33,525,244 22,184

　

① 事　　業　　費　 26,356,207 20,670,922 5,685,285

② 管　　理　　費　 11,174,880 10,308,970 865,910

37,531,087 30,979,892 6,551,195

当期経常増減額 3,983,659   △          2,545,352 6,529,011   △          

　

２． 　

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 3,983,659   △          2,545,352 6,529,011   △          

一般正味財産期首残高 47,946,358 45,401,006 2,545,352

一般正味財産期末残高 43,962,699 47,946,358 3,983,659   △          

　

　

当期指定正味財産増減額 0 0 0

0

43,962,699 47,946,358 3,983,659   △          Ⅲ 正味財産期末残高

科　　　　　目

Ⅰ 一般正味財産増減の部

経常増減の部

 　(1) 経常収益

　経常収益計

経常外増減の部

 　(2) 経常費用

　経常費用計

Ⅱ 指定正味財産増減の部
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理事 

理事長・代表理事 小 嶋 淳 司 がんこフードサービス（株） 社主  

副 理 事 長 江 浦  保 （株）江浦製作所 会長  

滋 賀 県 支 部 長 土 沢 健 一 （株）ナツハラ 代表取締役社長 新任 

大 阪 府 支 部 長 延 原 健 二 延原倉庫（株） 代表取締役社長 新任 

兵 庫 県 支 部 長 桑 田 純 一 郎 但陽信用金庫 理事長  

奈 良 県 支 部 長 森 本 俊 一 三和澱粉工業（株） 代表取締役会長  

和歌山県支部長 成 川 守 彦 （医）千徳会 会長  

理 事 中 川 喜 博 （株）阪急阪神ホテルズ 代表取締役会長  

理 事 渡 部 隆 夫 （株）寿光 代表取締役会長兼社長  

理 事 久 德 博 文 大阪ガス（株） 顧問  

理 事 藤 尾 政 弘 （株）フジオフードグループ本社 代表取締役社長  

専 務 理 事 日 下 勝 之 当財団 事務局長  

籔本俊作氏は任期満了にて退任されました。 

監事 

北 岡 慎 吾 北岡公認会計士事務所 所長 

上  将 倫 弁護士法人松尾・中村・上法律事務所 代表社員 

 

評議員 

岩 田 守 弘 びわ湖放送（株） 監査役 

草 野 丈 治 （株）草野組 会長 

迫 田 謙 典 ロイヤル第一交通（株）代表取締役 

中 川 廣 司 （株）髙速産業 代表取締役 

内 田 順 之  

松 本 壽 満 （株）マツモト 代表取締役会長 

竹 位 賢 二 （株）フジヤ號 取締役会長 

齋 藤  昭  

小 山 新 造 小山（株） 代表取締役会長 

中 井 隆 男 大和ガス（株） 代表取締役会長 

畑 野 富 雄 畑野産業（株） 代表取締役会長 

坂 本  漸  

 

相談役 

津 田 和 明 サントリー（株）（現 サントリーホールディングス）元副社長 

顧問 

松 﨑  高 （医）同仁会 松崎病院 相談役 

（敬称略） 

公益財団法人近畿警察官友の会 役員等一覧 

 

 

 

 

 



令和４年９月 25 日 けいさつの友 年 2 回発行 519 号 

 

6 

 

 

兵 庫 県 支 部 広 瀬  努 広瀬化学薬品（株） 取締役会長  

奈 良 県 支 部 
有 井 夫 三和建設（株） 相談役  

卜 部 能 尚 ウラベ木材工業 代表  

和歌山県支部 
堤  昌 男 中野歯科医院 院長 新任 

山 名 正 一 山名労務行政管理事務所 所長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 行事名 場所 

10 月 19 日（水） 近畿優良警察職員に感謝の会 ＫＫＲホテル大阪 

10 月 25 日（火） 和歌山県優良警察官表彰式 ホテルアバローム紀の国 

11 月  9 日(水) 第 4５回奈良県警察優良警察官表彰式 ホテルリガーレ春日野 

 2月  3日（金） 大阪府警察優良警察官・民間警察協力功労者表彰式 ＫＫＲホテル大阪 

発
行
所 

公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友
の
会 

〒
五
四
〇
❘
〇
〇
一
二 

 
 

大
阪
市
中
央
区
谷
町
三
丁
目
一
番
九
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｍ
Ｇ
大
手
前
ビ
ル
二
階 

 
 

電
話 

  

〇
六
❘
六
九
四
一
❘
七
六
三
八 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
六
❘
六
九
四
一
❘
七
六
四
一 

編
集
兼
発
行
人 

 
 

 

日
下 

勝
之 

印
刷
所 

㈱
新
聞
印
刷 

 
 

       
 

 

「公益財団法人近畿警察官友の会」の詳細な決算及び活動について

は、当財団のＨＰをぜひご覧ください。会報もご覧いただけます。 

https://www.kk-tomo.com/ 

副支部長 

 

 

 

（敬称略） 

１０月以降の行事予定 

 

☆
新
理
事
紹
介 

土
沢
健
一
理
事
（
滋
賀
県
支
部
長
） 

 

昭
和

22

年
生
ま
れ 

滋
賀
県
在
住 

  延
原
健
二
理
事
（
大
阪
府
支
部
長
） 

 

昭
和

36

年
生
ま
れ 

兵
庫
県
在
住 

       

少
し
ず
つ
で
す
が
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の

流
れ
で
当
会
の
行
事
も
開
催
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
に
夏

季
教
養
講
座
を
開
催
し
、
昨
年
ほ
と
ん
ど

で
き
な
か
っ
た
支
部
の
行
事
で
皆
様
に

お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
喜
ん
で
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加

え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
急
激
な
円
安
、

物
不
足
、
さ
ら
に
は
安
倍
元
首
相
の
殺
害

事
件
な
ど
不
穏
な
世
情
を
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
警
察
官
へ
の
視
線

も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
あ
る
地
区

友
の
会
の
集
ま
り
に
て
、
現
場
の
警
察
官

か
ら
、
「
今
ま
で
友
の
会
の
存
在
を
知
ら

な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
応
援
団
が
あ

る
こ
と
を
本
当
に
心
強
く
思
う
」
と
い
っ

た
趣
旨
の
言
葉
を
聞
き
、
改
め
て
こ
ん
な

時
こ
そ
、
昼
夜
任
務
に
邁
進
す
る
警
察
官

を
勇
気
づ
け
る
活
動
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

   


